
10

ら
日
頃
の
消
防
活
動
に
対
す
る
慰
労

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
演
習

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

洞 　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関

す
る
ご
質
問
や
問
い
合
わ
せ
、
説
明

会
等
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

気
軽
に
、
洞
爺
湖
消
防
署（
　
76
‐
２

１
１
９
）・
温
泉
分
署
（
　
73
‐
１
１

１
９
）・
洞
爺
分
署
（
　
87
‐
２
１
１

９
）
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

洞

　
　
爺
湖
消
防
署
で
は
、
こ
の
た
び

　
　
各
自
治
会
の
ご
協
力
を
得
て
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
設
置

率
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
、
洞
爺
湖

町
す
べ
て
の
世
帯
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
に
際
し
お
忙
し
い
と

こ
ろ
、
皆
様
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
回
答
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま

し
て
洞
爺
湖
町
管
内
に
お
け
る
設
置

率
に
つ
い
て
の
資
料
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
自
治

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
の
方
々
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
・
回
収
等
に
ご
配

慮
頂
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
調
査
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、
回
覧
に
よ
り
皆
様
に
公

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
と
も
消
防
業
務
に
深
い
ご
理
解

洞

　
　
爺
湖
消
防
署
及
び
洞
爺
湖
消
防

　
　
団
で
は
、
町
内
の
独
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
宅
等
を
訪
問
し
防
火
査
察

を
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
寒
さ
が
厳

し
く
な
る
こ
の
時
期
に
消
防
職
員
と

女
性
団
員
が
合
同
で
、
ス
ト
ー
ブ
や

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
を
使
用
す

る
器
具
周
り
の
点
検
を
行
い
、
ま
た
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
の

確
認
、
設
置
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

洞

高齢者の住宅を防火査察する女性団員高齢者の住宅を防火査察する女性団員

消
防
だ
よ
り

高
齢
者
住
宅
の

防
火
査
察
を
行
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
礼

洞
爺
湖
消
防
団

秋
季
消
防
演
習
を
実
施

平
成
22
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

平
成
22
年
1
月
1
日
～

　
　
　
　
　
10
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
３
件

●
救
急
件
数
　
449
件

統
一
標
語

「
消
し
た
か
な
」

　
　
　
あ
な
た
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
合
言
葉
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爺
湖
消
防
団（
団
長
　
寺
島
勉
）

　
　
で
は
、
10
月
21
日（
木
）午
後
２

時
よ
り
洞
爺
湖
温
泉
「
洞
爺
湖
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
秋
季
消

防
演
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
演
習
で
は
、「
火
山
科
学
館
シ
ア
タ

ー
ル
ー
ム
か
ら
出
火
し
た
」
と
の
想

定
で
、
消
防
車
と
救
急
車
が
出
動
し
、

消
防
職
・
団
員
に
よ
る
実
践
さ
な
が

ら
の
緊
迫
し
た
消
火
活
動
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
指
揮
命
令
の
的
確
な

伝
達
や
、
連
携
の
と
れ
た
放
水
隊
形

な
ど
、
日

頃
の
訓
練

の
成
果
を

十
分
に
発

揮
し
、
更

な
る
技
術

の
向
上
を

確
認
し
ま

し
た
。

　
式
典
で

は
、
来
賓

の
方
々
か

西胆振消防組合平成21年度決算概要
　平成21年度西胆振消防組合決算概要をお知らせします。
　歳入では、歳入グラフのとおり自主財源の消防負担金が
最も大きく、構成４市町の規模（人口割、財政割）及び均
等割により負担率が決められています。
　歳出では、歳出グラフのとおり給与費が最も大きく、そ
の他の歳出は主に消防本部、各消防署（支署）の活動経費
に充てられます。
　西胆振消防組合決算概要については、西胆振消防本部総
務課（　21-5000）まで問合わせください。

消防負担金

93.17%

使用料及び
手数料
0.06%

道支出金

0.96%
財産収入

0.09%

繰入金

2.15% 繰越金

2.23%

歳入合計

14億8934万6千円

諸収入

1.34%

議会費

0.03% 監査委員費

0.02%

消防費

18.95%

7

給与費

74.4%

公債費6.53%

歳出合計

14億5119万1千円

単位：千円
1,489,346
1,387,557

伊達市 681,910
洞爺湖町 392,883
豊浦町 165,079
壮瞥町 147,685

910
14,330
1,439
31,995
33,140
19,975

１．消防負担金

４．財産収入
３．道支出金
２．使用料及び手数料

【歳　入】

７．諸収入
６．繰越金
５．繰入金

（内訳）

単位：千円
1,451,191

445
262

274,931
1,080,770
94,783５．公債費

４．給与費
３．消防費
２．監査委員費
１．議会費
【歳　出】

本番さながらの秋季消防演習本番さながらの秋季消防演習

〈歳入〉

〈歳出〉


